






















【要約】肥満度の変化と 3歳時点の食生活習慣・ライフスタイルとの関連性をみたが、イ

ンスタント麺類・間食を摂る回数が肥満化した者、肥満を維持してきた者に多く、特に間

食に関しては摂る時間を決めていないということが結果よりみられ、また、睡眠時間が短

く、生活リズムの乱れが肥満に影響している可能性が高いことが明かとなった。また、間

食の種類についても、女子において特に傾向が強いが、チョコレートなどの甘い物の摂取

が多く、間食時間の乱れとともに肥満化に影響していると考えられる。食品の摂取につい

ては、肉類の摂取頻度が少なく、卵は多く、野菜の摂取が少ないことが明かとなり、摂食

する食品の偏りも肥満への影響が考えられる。

　肥満度の変化と、追跡後の小学 1年生時の食生活習慣・ライフスタイルとの関係は、肥

満を維持している者や肥満化した者で夜寝る時間が遅く、平均睡眠時間も短いことが明か

となり、それに伴って、外食、インスタント麺類や夜食を摂る頻度が多くなっている。さ

らに、間食の時間が休日でまちまちで、運動もあまりしていない状況であった。夜寝る時

間が遅く、平均睡眠時間が短い子供にテレビを見る時間が長いことから、生活リズムの乱

れにつながる要因としてテレビがあげられる。

　以上のことから、食事の時間、テレビによる就寝時間などの生活リズムの乱れがインス

タント食品、夜食、間食を多く摂る状況を生み、このことが肥満化の一要因として推測さ

れる。将来の成人病の基をつくる肥満化を予防するには、幼児期からの食・生活リズムの

改善が必要であると考えられる。


